	第１講

	伝道とは何か
(マタイ16:13-20）


　伝道者は、神様が私とともにおられるという事実と信仰の前で、自分自身にうそをついてはならない。

伝道者がもっとも幸せであるのは、神様が同行してくださっていることを感じる時であるから、この幸せを感じる時、はじめて伝道が始まる。かわいそうなたましいが、福音でなければ救う方法がないことを悟るようになる時、マタイ２８：２０のみことばのように、歩みごとに働いてくださる神様に会うようになる。したがって、伝道ほどやさしいものはない。伝道はすることでなく、成っていくことである。はたして、神様はどのような人を用いられるのだろうか。
１．神様が用いられる働き人

(1) 神様の最大の関心が何なのかを知っている者(使徒13:48)

◆神様が一番重要に、緊急に、価値あることとしてご覧になっていることが伝道である。私たちを通した神様の働きであるためである。(Ⅰコリ1:21)

(2)イエス様に対して正確に知っている者(マタ16:13-20)

◆イエス様がキリスト、メシヤである。事実を真に知っている者を用いられる。旧約時代と数千年前に預言された、まさしく、その御名であることを知っている者を主は用いられる。
神様が誰であり、イエス様が誰であり、私(自分)が誰なのかを知っている者を用いられる。

(3) 救いの確信、感激、祝福を知っている者
◆イエス・キリストが十字架につけられた時に、サタンの勢力を縛り、罪の権威を縛られた。そのイエス・キリストの恵みを知っている人、神の子どもである祝福を知っている人、救いの証拠が何か知っている人(Ⅰヨハ5:11-13)を用いられる。

私のような罪人のために、何も要求されず、担保もなく、十字架に釘づけられて、他の人は悟ることもできないのに、救いの位置に立つようにされ、すばらしいことを備えて私を召されたという事実を確信する人を主は用いられる。(ロマ8:32)

(4) 飢え渇いたたましいを探す人(使徒16:14,15)

◆福音を伝えようとする飢え渇いた心を持ったパウロと、福音を受けようとする飢え渇いたたましいを持ったルデヤを神様が会わせられた。

(5)聖書的な方法を知っている人(マタ28:18-20)

2． イエスを信じる人が受ける祝福

(1) 岩のような祝福(マタ16:18)－福音を伝える祝福

◆伝道の祝福を逃せば、みな逃す。福音を伝える所はとても多いが、違ったところに関心が多いならば、神様の関心とは違った関心を持っているということになる。
　 ①(使徒1:8)「地の果てにまで、わたしの証人となります」

　 ②(マタ24:14)「この御国の福音は全世界に宣べ伝えられて、すべての国民にあかしされ、それから、終わりの日が来ます」

　 ③(マタ28:18)「わたしは天においても、地においても、いっさいの権威が与えられています。それゆえ、あなたがたは行って」

　 ④(マコ16:15)「全世界に出て行き、すべての造られた者に、福音を宣べ伝えなさい」

(2) ハデスの力に勝つ祝福(マタ16:18)－世の中、地獄、悪魔の勢力に勝つ祝福

1 (エペ2:2)「そのころは、それらの罪の中にあってこの世の流れに従い、空中の権威を持つ支配者として今も不従順の子らの中に働いている霊に従って、歩んでいました」

2 (Ⅰヨハ3:8)「神の子が現れたのは、悪魔のしわざを打ちこわすためです」

3 (使徒10:38)「悪魔に制せられているすべての者はいやされました」

(3) 天国の鍵をもらう祝福(マタ16:19)－祈りの答えの祝福

1 (マタ16:19)「わたしは、あなたに天の御国のかぎを上げます」

2 (ヨハ14:6)「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです」

3 (使徒4:12)「この御名のほかには、私たちが救われるべき名としては、どのような名も、人間には与えられていないからです」
